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　　 ２００８年度連結業績要約２００８年度連結業績要約
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　　２００８年度第１四半期業績のポイント２００８年度第１四半期業績のポイント

■原材料価格高騰の影響があったものの、売上の増加や原価低減
　 効果が貢献し増益

■高級金属製品、電子・情報部品とも需要堅調による売上増が
　寄与し増益。高級機能部品は自動車関連製品が伸長したものの、
配管機器など設備･建築関連製品が市場低迷の影響を受け減益

■原材料価格高騰の影響があったものの、売上の増加や原価低減
　 効果が貢献し増益

■高級金属製品、電子・情報部品とも需要堅調による売上増が
　寄与し増益。高級機能部品は自動車関連製品が伸長したものの、
配管機器など設備･建築関連製品が市場低迷の影響を受け減益

　　　　自動車関連製品、ＩＴ・家電関連製品を中心に堅調に推移
■高級金属製品
半導体パッケージ部材に調整が入ったがロールや工具鋼が堅調に推移
■電子・情報部品
情報通信部品の一部製品に調整あるも、軟磁性材料が大幅増、
希土類磁石も好調に推移。一部製品を高級金属製品セグメントへ
移管した影響を除くと実質横ばい
■高級機能部品
配管機器が市場低迷の影響を受けたが、環境対応の排気系部品や
アルミホイールが好調を維持
■海外売上高比率４０％、新製品売上高比率２９％

　　　　自動車関連製品、ＩＴ・家電関連製品を中心に堅調に推移
■高級金属製品
半導体パッケージ部材に調整が入ったがロールや工具鋼が堅調に推移
■電子・情報部品
情報通信部品の一部製品に調整あるも、軟磁性材料が大幅増、
希土類磁石も好調に推移。一部製品を高級金属製品セグメントへ
移管した影響を除くと実質横ばい
■高級機能部品
配管機器が市場低迷の影響を受けたが、環境対応の排気系部品や
アルミホイールが好調を維持
■海外売上高比率４０％、新製品売上高比率２９％

前年同期比２％(３２億円)増加

高級金属製品 １２％増　
電子・情報部品 　８％減
高級機能部品 　微減

売上高
1,756億円

　前年同期比２３％ (２９億円)増加

高級金属製品 １６億円増　
電子・情報部品 　６億円増
高級機能部品 　 ６億円減

営業利益
154億円

08年度第１四半期実績07年度第１四半期実績
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　　２００８年度業績予想のポイント２００８年度業績予想のポイント
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２００７年度実績

副資材など原材料価格高騰による影響はあるものの、売上の

増加や原価低減効果などにより、影響を最小限に留めていく

副資材など原材料価格高騰による影響はあるものの、売上の

増加や原価低減効果などにより、影響を最小限に留めていく

・エレクトロニクス関連製品に、調整感が出始めたものが　

あるものの、全体的には、環境対応製品を中心に需要は

引き続き堅調に推移する見込

・電子･情報部品セグメントは、金属電子材関連のセグメン

ト移管があるため、見かけ上売上高は減少するものの

　軟磁性材料の需要拡大などにより、実質増加となる見込

・エレクトロニクス関連製品に、調整感が出始めたものが　

あるものの、全体的には、環境対応製品を中心に需要は

引き続き堅調に推移する見込

・電子･情報部品セグメントは、金属電子材関連のセグメン

ト移管があるため、見かけ上売上高は減少するものの

　軟磁性材料の需要拡大などにより、実質増加となる見込

　前年度比１％(８９億円)増加

高級金属製品 　７％増　

電子・情報部品 　７％減
高級機能部品 ４％増

　前年度比２％(１３億円増加）

高級金属製品　　２２億円増　

電子・情報部品　 １５億円減
高級機能部品 １３億円増

売上高
7,100億円

営業利益
610億円

４売上高 営業利益



　　連結Ｂ／Ｓ残高　　　連結Ｂ／Ｓ残高　　　
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　　連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

１０

５

△２５

△１２

４２

△７０

△１３２

７３

１７１

07年度
第１四半期

△３１

△５

△３４

３１

△２３

△１６７

△１０５

７５

１７４

08年度
第１四半期

そ　　の　　他

設　備　投　資

税金等調整前当期利益

減　価　償　却　費

増加額または減少額合計

換　算　差　額

配 当 金 支 払 他

借入金・社債の増減

フリーキャッシュ・フロー

科 目

（億円）

６



本資料に掲載されている情報のうち業績予想、事業計画および配当予想等の歴史的事実以外のものは、各資料の
作成時点において、予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており、内在する仮
定および状況の変化等により、実際の業績と異なる可能性があります。その要因となるもの主なものは次のとおり
です。
　・主要市場（特に日本、米国、アジア、欧州）における経済状況および各種規制
　・急激な技術変化
　・競争優位性および新技術・新製品の開発・事業化を実現する当社および子会社の能力
　・製品市場、製品市況の変動
　・為替相場の変動
　・国際商品市況の変動
　・資金調達環境
　・製品需給、製品市況、為替相場および国際商品市況等の変動に対応する当社および子会社の能力
　・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
　・製品開発等における他社との提携関係
　・日本の株式相場の変動


